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金
滞
古
蹟
志
巻
骨
一

。
穴
生
者
来
歴

明
良
洪
範
に
一
宮
ふ
。
石
垣
を
築
く
に
、
あ
の
ふ
築
と
い
ふ
仕
方
あ
り
。

江
州
に
あ
の
ふ
と
い
ふ
底
あ
り
て
.
共
所
に
で
古
よ
り
石
の
五
輪
石

を
切
出
し
、
共
外
す
べ
て
石
切
の
上
手
多
〈
有
る
底
・
な
り
し
ゅ
ゑ
、

信
長
公
安
土
に
て
天
守
を
建
ら
れ
し
時
、
同
国
の
事
た
る
故
K
.
あ

の
ふ
よ
り
石
工
を
呼
ぴ
ょ
せ
仰
付
ら
れ
た
り
。
依
て
諸
国
に
て
も
是

を
用
ひ
し
か
ば
、
次
第
に
石
垣
の
築
方
上
手
に
成
り
て
、
後
に
は
五

輪
石
を
ば
止
め
て
、
石
垣
築
の
事
の
み
を
業
と
し
け
り
。
以
来
は
緒

闘
に
て
も
遇
名
に
よ
り
、
石
垣
築
者
を
ば
あ
の
ふ
と
い
ひ
友
ら
は
し

け
る
と
あ
り
。
井
津
長
秀
の
本
朝
但
談
に
、
石
が
き
を
築
く
者
を
阿

野
と
い
ふ
は
、
近
江
の
阿
野
の
者
は
じ
め
て
築
き
し
よ
り
、
阿
野
を

以
て
石
垣
築
き
の
名
と
す
と
、
近
江
地
志
に
見
ゆ
。
俗
に
穴
生
と
か
く

は
笑
ふ
べ
し
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
に
、
あ
の
ふ
は
、
あ
た
ほ
を

呼
ぴ
競
り
た
る
も
の
に
て
、
元
は
穴
太
と
昏
き
た
る
を
、
後
あ
の
ふ

と
呼
べ
る
に
よ
り
、
穴
生
と
書
き
た
る
を
、
ま
た
誤
り
て
阿
野
と
書

き
た
る
な
る
ペ
し
。
穴
太
は
続
日
本
紀
に
、
天
平
勝
費
四
年
七
月
甲
・

子
。
下
線
図
穴
太
部
阿
古
賀
。
一
産
=
二
男
二
女
-
賜
=
根
井
筑
母
刊
と
い

ふ
と
と
見
h
.
姓
氏
鍬
に
、
志
賀
穴
太
村
主
左
ど
い
へ
る
姓
を
載
せ
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の
披
普
請
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
営
披
は
本
願
寺
の
末
寺
御
堂
あ
り
し

山
屋
敷
に
て
、
共
初
め
掘
・
石
垣
等
も
た
き
山
城
な
る
を
、
此
時
初
め

て
戸
室
山
よ
り
大
石
を
切
出
し
、
本
丸
・
東
丸
を
石
垣
に
仰
付
け
ら
れ

し
か
芝
、
雨
度
ま
で
崩
れ
、
利
長
卿
難
儀
に
思
召
成
、
利
家
卿
聞
召

し
、
篠
原
出
mm
を
上
方
よ
り
御
下
し
、
石
垣
奉
行
に
て
、
高
石
垣
成

就
せ
り
。
底
長
十
六
年
尾
州
名
護
屋
の
披
普
請
.
関
東
よ
り
の
公
役

と
し
て
、
利
光
卿
尾
州
へ
被
v
骨
伊
入
、
留
守
城
代
篠
原
出
mm
守
た
り
し

が
、
俄
に
惣
機
外
掘
を
申
付
け
ら
れ
、
且
城
中
の
石
垣
を
も
築
か
し

め
ら
れ
た
り
。
此
時
人
持
衆
・
馬
廻
の
緒
士
ゐ
よ
び
百
姓
・
町
人
ま
で

も
加
り
、
普
締
役
を
勤
め
た
り
。
石
垣
は
江
州
坂
本
穴
生
の
石
切
二

十
二
人
宛
に
て
、
共
頃
は
今
云
ふ
百
姓
町
・
法
嶋
河
原
漣
に
河
石
防
相

敷
あ
り
し
ゅ
ゑ
‘
此
石
共
を
取
来
り
、
早
漣
に
出
来
せ
り
。
篠
原
出

mm
守
は
.
大
器
の
人
な
り
と
、
一
一
統
感
心
す
と
い
へ
り
。
本
丸
・
東
丸

の
高
石
垣
出
来
の
後
、
紘
一
縦
一
附
御
覧
一
歩
成
、
茜
喜
悦
し
給
ひ
、
最
平

要
容
竪
聞
の
よ
し
‘
奉
行
中
被
v
申
慮
、
穴
生
石
切
の
中
に
、
道
具
を
指

込
み
随
分
登
り
可
v
申
と
云
ひ
け
る
者
あ
り
。
共
者
既
に
御
成
政
可
v

被
ι
仰
付
-
と
の
事
た
り
し
か
ど
、
共
由
承
り
出
奔
し
た
る
よ
し
僻
承

す
云
々
と
。
今
按
宇
る
に
、
右
古
賀
替
に
い
へ
る
近
江
園
の
穴
生
村

金
海
古
蹟
志
血
管
廿
一

た
り
。
此
は
則
ち
近
江
闘
の
地
名
怠
る
事
い
ち
じ
る
し
。
近
江
よ
り

出
で
た
る
石
工
の
穴
生
も
、
も
と
は
穴
太
と
稀
し
た
り
。
吾
が
奮
藩

粗
利
家
卿
の
判
寄
に
て
知
ら
れ
け
り
。
後
藤
和
睦
の
穴
生
石
垣
古
賀

書
K
-
R
ふ
。
夫
れ
石
患
の
古
震
は
、
紳
武
天
皇
八
十
巣
帥
を
討
ち
給

ふ
時
、
大
和
園
披
悶
と
い
ふ
所
に
築
き
給
ふ
。

A
A
披
の
始
と
す
。
此

時
天
皇
宜
ふ
は
、
紳
聞
の
人
民
は
紳
孫
た
れ
ば
、
五
行
の
積
方
克
成

べ
し
と
て
築
か
せ
給
ふ
と
。
抑
t

天
地
閲
聞
の
は
じ
め
は
、
野
に
住
み

山
に
住
み
け
る
が
、
寒
暴
雨
露
に
く
る
し
み
て
‘
後
穴
を
掘
り
て
住

み
け
る
と
ぞ
。
然
る
に
‘
疾
熱
簡
略
症
の
褒
ひ
あ
る
を
い
と
ひ
、
家
屋

を
作
り
住
み
け
る
と
い
へ
ど
も
、
紳
武
天
皇
の
頃
ま
で
は
、
倫
賎
民

は
穴
に
住
み
け
り
。
放
に
後
世
ま
で
も
悶
舎
に
、
石
に
て
昼
み
た
る
穴

矯
あ
り
。
是
そ
の
遺
跡
た
り
と
ぞ
。
さ
て
そ
の
上
古
以
来
穴
屈
せ
し

賎
民
共
の
中
に
も
.
近
江
園
坂
本
た
る
穴
生
村
の
も
の
ど
も
、
最
初

に
柴
の
庖
を
結
び
穴
錨
よ
り
出
で
た
り
し
ゅ
ゑ
‘
共
由
絡
を
以
て
穴

生
村
と
名
付
け
た
り
と
い
ひ
停
へ
た
り
。
天
正
年
中
に
、
利
家
卿
召

抱
え
ら
れ
し
穴
生
源
介
・
穴
生
又
助
た
ど
も
、
皆
右
坂
本
穴
生
村
の

向
斗
v
h
v

産
に
て
、
石
工
を
穴
生
と
呼
べ
る
も
‘
是
よ
り
初
れ
り
0
.

元
誠
元
年

二
月
下
旬
利
家
卿
上
方
へ
参
勤
し
給
ひ
、
利
長
卿
へ
被
昌
仰
世
一
金
津

は
、
最
初
に
庵
を
結
び
‘
穴
癌
よ
り
出
で
た
る
曲
線
を
以

τ、
穴
生

村
と
名
付
け
た
り
と
載
せ
た
る
僻
訟
は
、
諦
け
が
た
し
。
穴
生
村
は
、

元
と
穴
太
村
と
書
き
た
る
を
、
後
挟
り
て
穴
生
の
二
字
と
せ
し
も
の

也
。
湯
趨
砥
腐
の
藩
閥
官
職
泊
考
に
云
ふ
。
利
家
卿
越
前
国
府
中
を

銀
議
し
給
ふ
頃
、
穴
生
源
助
を
抱
え
ら
れ
、
知
行
五
十
石
を
賜
へ
り
。

穴
生
は
苗
字
に
あ
ら
4
1
0

穴
生
は
近
江
閣
の
地
名
に
て
、
穴
生
・
戸
破

等
三
ク
村
は
、
石
工
に
名
あ
る
地
に

τ、
共
石
工
を
扶
持
せ
ら
れ
、

穴
生
某
・
戸
破
某
と
共
出
所
の
地
名
を
以
て
唱
へ
来
り
‘
共
軍
政
人

あ
り
し
か
ど
断
絶
し
て
、
総
に
穴
生
源
助
の
子
孫
の
み
残
れ
り
。
源

助
の
孫
源
次
郎
に
至
り
、
奥
源
次
郎
と
稀
し
、
臭
を
十
回
。
?
と
し
、
共

子
孫
漣
綿
し
て
三
家
と
成
る
。
之
を
穴
生
方
と
綿
し
、
石
切
の
頭
た

り
。
但
し
後
々
ま
で
も
穴
生
の
者
な
ど
呼
ぴ
て
職
名
と
す
と
い
へ

り
。
平
次
按
宇
る
に
、
穴
生
源
助
を
抱
え
ら
れ
し
は
、
越
前
府
中
に

て
の
事
た
り
し
が
、
共
の
家
に
停
来
せ
る
判
書
は
如
v
左。

石
川
・
河
北
岡
郡
の
内
を
以
‘
百
俵
之
所
令
=
扶
助
-
詑
。
金
可
昌
知
行
-
者

也
。
仰
如
v
件。
天
正
十
五
七
月
十
六
日

穴

太

源

介

所
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